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研究成果の概要（和文）：本研究計画は、健康がもつ諸特徴を踏まえた上で、医療サーヴィスの分配における患
者の責任の考慮に関して新たなモデルを構築するとともに、健康の増進・回復策全般の分配について頑健な分配
理念の理論を提案することを目的としている。研究活動を推進した結果、医療分配で個人責任を考慮したモデル
と健康の増進・回復策の分配理念のいずれについても、新たな理論を構築すると同時に、関連する諸論点につき
考察を深化させることができた。
成果物としては、本研究課題および関連の諸主題に関して、多数の英語・邦語の論文を公刊するとともに、国内
外の会議にて招待講演・研究報告を行った。

研究成果の概要（英文）：Based on the characteristics of health, this research plan is to construct a
 new model regarding consideration of patient's responsibility in distribution of medical services, 
and to establish a robust distribution philosophy concerning distribution of overall health 
promotion and recovery measures It aims to propose theory. As a result of promoting research 
activities, it will be possible to deepen the consideration of related issues on both the model 
considering personal responsibility in medical distribution and the division philosophy of promotion
 and recovery of health did it.
As an outcome, we published numerous English-Japanese papers on this research topic and related 
topics, and invited lectures and research reports at domestic and international conferences.

研究分野：法哲学・法理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 医療サーヴィスの分配的正義論におい

ては、運平等主義が近年強力に唱えられ広範

な支持を得てきた一方、いわゆる過酷性批判

等が出され、さらに批判に対する種々の応答

も試みられてきた。これらの学説はいずれも

選択と状況を截然と区分しうると想定して

いる。しかし、健康状態は選択と状況の重層

構造により規定されるから、その構造を踏ま

えた新たな形態の運平等主義が求められる。 

(2) 健康の増進・回復策の分配的正義に関し

ては、質調整生存年を最大化する方式が医療

経済学で知られており、海外にはこの方式の

採用例も見られるが、最大化に伴う倫理的諸

問題が指摘されている。こうした諸問題を検

討する際には、功利主義の当否をめぐる研究

蓄積が有用だと考えられるにもかかわらず、

この蓄積を活用した検討は極めて乏しい。ま

た、平等・優先性・十分性という分配理念を

質調整生存年の分配に適用する議論も近時

現れているが、健康の一部分がもつ基層性や

医療への潜在的アクセスの枢要性を考慮し

た分配理念の分析は、ほぼ皆無である。 

 
２．研究の目的 

(1) 上記１．(1)で述べた研究開始時の研究

状況を踏まえつつ、医療サーヴィスの分配的

正義において選択と状況の重層構造を考慮

した新たな運平等主義を構築することが、本

研究の第一の目的である。 

(2) １．(2)の研究状況に対応して、健康の

増進・回復策の分配的正義につき、功利主義

に関する知見も活用しつつ質調整生存年の

最大化方式を検討するとともに、健康の諸特

徴および医療アクセスの重要性を考慮した

頑健な分配理念論を提案することを、本研究

の第二の目的とする。 

 
３．研究の方法 

(1) 本研究では、法哲学を基軸としつつ、政

治哲学・倫理学の観点も導入する学際的アプ

ローチを採用した。 

(2) 上記２．(1)・(2)のように要約される二

つの目的を効果的に達成するため、海外共同

研究者・広瀬巌（マッギル大学）の参加も得

つつ、医療正義班と健康正義班を設けた。そ

の上で、全体会合の開催を通じて、班間の有

機的連携や全体的統合を維持するよう努め

た。 

(3) 研究期間の2ヶ年度を、基礎作業段階（平

成 28 年度前半）、構築・展開段階（平成 28

年度後半・平成 29 年度前半）、統合・完成段

階（平成 29 年度後半）に分けて、計画的に

研究活動を推進した。 

 
４．研究成果 

(1) 上記３．に記した方法に基づき研究活動

を推進した結果、２．で述べた目的に関する

主要な研究成果として、以下のものが得られ

た。 

(2) 医療サーヴィスの分配的正義に関して、

選択と状況の漸次的重層化プロセスを分析

し、それを踏まえた新形態の運平等主義を構

成した。 

(3) 健康の増進・回復策の分配的正義に関し

て、功利主義研究の先端的知見を活用した質

調整生存年の最大化方式の精査と、健康の部

分的基層性を考慮するとともに健康度と医

療アクセス度を結合させた分配理念論の構

築とを行った。 
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